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Western Australia 

Economic Profile 

December 2019 

州の経済 
 

GSP:実質州総生産 (% 推移) 
 2018-19年の西豪州のGSP(州総生産) はオーストラ

リアGDP(国内総生産)の15%を占め$2,856億となっ

た。 

 2018-19年の一人当たりのGSP: $109,565は一人

当たりのオーストラリアGDP: $77,347を42%上回っ

た。 

 実質GSPは、2018-19年に1.0%増加したが、2017-

18年の2.5%および過去10年間の年成長率13.5%を

下回った。 

 西豪州政府は、2019-20年の実質GSP成長率を

3.0%、2020-21年を2.5%とそれぞれ予測。 

 2018-19年国内の実質GDPは1.9%成長。連邦政

府は2019-20年のGDP成長率を2.25%、2020-21

年を2.75とそれぞれ予測。  
1 Compound annual growth rate. 2 WA Government 2019-20 Mid-year Financial Projections Statement.  
Source: ABS 5220.0 State Accounts and 5204.0 National Accounts; WA Government 2019-20 Mid-year Financial Projections Statement; and 
Australian Government 2019-20 Mid-Year Economic and Fiscal Outlook. 

 

産業別(名目粗付加価値) 

 2018-19年、製造業全体でGSPの51%($1,461億)

を占めた。次いでサービス業全体で39%($1,124億) 、

居住施設所有とその他で9% ($271億)を占めた。 

 2018-19年、鉱業はGSPの36%を占め、次いで事業

と不動産業(9%)、建設業(6%)となった。 

 2018-19年の製造業はGSPの5%を占めた。 

 2018-19年、農林水産業はGSPの2%を占めた。 

 

 
(a) Gross operating surplus of landlords and owner-occupiers (owner-occupiers are assigned a rent for their dwellings). 
Source: ABS 5220.0 State Accounts. 

 

実質GSP成長への各産業の貢献:  2018-19 

 2018-19年、鉱業の粗付加価値は8%増加し、実質

GSP成長に最大の貢献を果たした。事業および不動

産サービスは2%の伸びで次に大きな貢献を果たした。 

 2018-19年、農林水産業の粗付加価値は1%増加し

た。 

 2018-19年、建設業は粗付加価値が19%減少し、

実質GSP成長に最大の妨げとなった。次いで製造業

4.5%減、不動産所有権3%減となった。 

 

 
pp = percentage points. 1 An industry’s contribution to real GSP growth depends on real changes to its gross value added and its share of GSP. 
(a) Gross operating surplus of landlords and owner-occupiers (owner-occupiers are assigned a rent for their dwellings). 
Source: ABS 5220.0 State Accounts. 
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州の経済（つづき） 
 

GSI:州の総収入と貿易条件 (% 推移) 

 輸入価格に対する輸出価格(貿易条件)の変化は

GSI(州総収入)に影響し、GSIとGSPの変化の差の

主要因となる。 

 2018-19年の西豪州の貿易条件は12%増加した。こ

の大幅な増加は、西豪州GSI成長がGSPを優に上

回ったことを示す。  

 2018-19年の実質GSIは9%増加し、2017-18年の

2%成長、および過去10年間の平均13.7%成長も上

回った。 

 2018-19年、RBA(オーストラリア準備銀行) の年間平

均豪ドルコモディティ価格指数は18%上昇となった。 

 
 

1 Compound annual growth rate. 
Source: ABS 5220.0 State Accounts. 

 

コモディティー価格1 と為替(月間) 

 2019年11月、RBAの月間平均豪ドルコモディティ価

格指数は4%下落した。 

 2019年11月鉄鉱石2月間平均価格は4%下落し

US$85/トンとなった。2018-19年の鉄鉱石2の年間平

均価格は16%増加のUS$81/トンとなり、2019-20年

はUS$86/トン、2020-21年はUS$66/トンとそれぞれ

予測3される。 

 2019年11月の月間平均豪ドル為替は2%下落し

US68セントとなった。2018-19年の年間平均為替は

8%下落のUS72セントとなり、2019-20年にはUS68

セント、2020-21年はUS69セントと予測3される。 

 
 

1 Monthly index of commodity prices for Australia, 2017-18 = 100.0. 2 China spot prices in nominal US dollars (cost and freight). 3 WA Government 
2019-20 Mid-year Financial Projections Statement. 
Source: Reserve Bank of Australia, Statistical Tables. 

 

人口成長率1 
 2018-19年の西豪州の人口は262万人となり国全体

の10％を占めた。 

 2018-19年の人口成長率 11.1%(27,499人 )は

2017-18年の0.8%成長を上回ったが、過去10年間

の平均21.6%成長を下回った。 

 2018-19年、自然増加 (+18,064人)と海外からの移

民 (+15,886人)が他州からの移民 (-6,451人)を相

殺した。 

 2018-19年の年平均人口成長率は1.0%で2019-20

年は1.3%、2020-21年は1.5%とそれぞれ予測される

3。 

 WA Tomorrow報告書によると、2031年までに州人

口は325万人にまで増加すると予測されている。  
Note – Components of population change may not sum to total population growth due to intercensal difference. 1 Through the year. 2 Compound 
annual growth rate. 3 WA Government 2019-20 Mid-year Financial Projections Statement. 
Source: ABS 3101.0 Australian Demographic Statistics. 
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労働市場 
 

労働市場指標： 2019年11月 

 2019年11月、西豪州の雇用者数は労働年齢人口

の64.4%を占め、全体で136万人となった。その内フル

タイム雇用者は全体の68%を占めた。 

 2019年11月の西豪州の失業者率5.8%は、前月の

5.7％より増加したものの1年前の6.5%を下回った。こ

れは、失業者644人の増加が、新規雇用者338人の

増加より大きかったため。 

 2019年11月の国全体の失業率は5.2%であった。 

 

 Reference 
month6 

Change from: Annual 
average7 

Change 
from: 

 Nov. 2019 Oct. 
2019 

Nov. 
2018 

12 months 
to 

Nov.2019 

12 months 
to 

Nov.2018 
Employed full-time1 (‘000) 923 +2 -15 923 +15 

Employed part-time2 (‘000) 438 -2 +28 428 -4 

Total employed (‘000) 1,361 +0 +12 1,351 +11 

Participation rate3 (%) 68.3 +0.0 -0.6 68.3 -0.3 

Employment to population 

ratio (%) 

64.4 -0.0 -0.1 64.2 -0.2 

Unemployed (‘000) 83 +1 -10 86 -2 

Unemployment rate4 (%) 5.8 +0.0 -0.7 6.0 -0.2 

Underemployed (‘000) 130 -11 -2 132 -0 

Underemployment rate5 (%) 9.0 -0.8 -0.2 9.2 -0.1 
 

1 Worked 35 hours or more a week. 2 Worked less than 35 hours a week. 3 The proportion of the civilian working age population (aged 15 and 
older) in the labour force (people who are either employed or unemployed). 4 The proportion of the labour force that is unemployed (people 
without a job who are actively looking for work). 5 The proportion of the labour force that is underemployed (workers wanting more hours). 6 
Seasonally adjusted. 7 Original. 
Source: ABS 6202.0 Monthly Labour Force. 

 

雇用成長率 (年平均) 

 2018-19年の西豪州の年平均雇用成長率は、0.9% 

(12,489人)で2017-18年の2.2% (28,472人)成長を

下回った。 

 2018-19年、年平均フルタイム雇用者数は25,023人

増加し、924,638人となった一方、年平均パートタイム

雇用者数は12,533人減少し、419,896人となった。  

 年平均雇用成長率は、 2019-20年に 1.5% 、

2020-21年に1.75%それぞれ成長が見込まれている。 

 2019年11月までの12ヶ月の年平均雇用成長率は、

2018年の同時期との比較で0.8% (10,770人)成長

となった。 

 
 

1 WA Government 2019-20 Mid-year Financial Projections Statement. 
Source: ABS 6202.0 Monthly Labour Force. 

 

産業別雇用(年平均) 

 2018-19年、サービス業全体で総雇用の72%、建設

業9%、鉱業8%を含む製造業全体で28%を占めた。 

 2018-19年、年平均雇用者数増加が最も大きかった

のは、小売業および卸売業（+15,144人）、鉱業

(+13,795人)であった。 

 2018-19年、年平均雇用者数減少が最も大きかった

のは、建設業 (-12,165人)と宿泊、食品、芸術、レク

リエーション分野(-11,267人)であった。 

 

 
Source: ABS 6291.0.55.003 Quarterly Labour Force. 

-4%

-2%

0%

2%

4%

6%

-40,000

-20,000

 -

 20,000

 40,000

 60,000

1998-99 2003-04 2008-09 2013-14 2018-19

Full-time (No.) Part-time (No.) Total (%)

12,562 

20,277 

26,482 

39,292 

55,788 

64,363 

87,967 

89,975 

104,977 

106,457 

117,577 

123,232 

162,313 

165,631 

168,202 

 -  100,000  200,000

Communications

Electricity, gas, water & waste services

Finance & insurance

Agriculture, forestry & fishing

Repairs, maintenance & personal services

Transport, postal & warehousing

Manufacturing

Public administration & safety

Education & training

Mining

Accommodation, food, arts & recreation

Construction

Healthcare & social assistance

Business & property services

Retail & wholesale trade

2017-18

2018-19



WA Economic Profile – December 2019 

 

 

 4 

労働市場（つづき） 
 

就労率と求人(四半期) 

 2019年9月四半期の就労率は、一年前の68.5%を

下回り前四半期同様の68.3%となった。 

 2018-19年の年平均就労率は68.3%で、2019-20

年には68.2%、2020-21年には68.3%との見込み。 

 2019年9月四半期の求人1は28,500件で前四半期

より3,100件、前年比で900件の増加となった。 

 
1 WA Government 2019-20 Mid-year Financial Projections Statement. 2 Not adjusted for seasonal factors. 
Source: ABS 6202.0 Monthly Labour Force; and 6354.0 Job Vacancies. 

 

労働力の過少利用率(年平均) 

 2018-19年、西豪州の年平均失業率は2017-18年

同様の6.1%だったが、2019-20年および2020-21年

には5.75%へと改善される見込み。 

 2018-19年の年平均不完全雇用率は2017-18年同

様の9.2%であった。 

 2018-19年の国内の年平均失業率は5.1%であった。 

 2019年11月までの12ヶ月間の、西豪州の年平均失

業率は6.0%で、年平均不完全雇用率は9.2%であっ

た。  

 
 

 
1 WA Government 2019-20 Mid-year Financial Projections Statement. 
Source: ABS 6202.0 Monthly Labour Force. 

 

平均年間収入と賃金の伸び率1 

 2018-19年、成人フルタイム雇用の年間平均総収入

は2.0%増加の$96,621となった。 

 2018-19年、西豪州成人フルタイム雇用の年間平均

総収入は国内平均$88,145を10%($8,476)上回っ

た。  

 2018-19年の西豪州の賃金物価指数は1.6%上昇し

たが、過去10年間の成長率12.6%および、2018-19

年の国内成長率2.4%も下回った。 

 西豪州の年平均賃金の伸び率は、2019-20年には

2.0%成長、2020-21年には2.25%とそれぞれ予測さ

れている。 

  
1 Changes in average weekly earnings and the wage price index differ mainly because the wage price index holds labour quality (job 
specifications and employee performance and experience) and quantity (hours worked and employee numbers) constant. 
2 Compound annual growth rate. 3 WA Government 2019-20 Mid-year Financial Projections Statement.  
Source: ABS 6302.0 Average Weekly Earnings; and 6345.0 Wage Price Index (2008-09 = 100.0). 
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消費 
 

実質家計消費 (%推移) 

 2018-19年、西豪州は国内の家計消費の10%を占

めた。 

 2018-19年、家計消費はGSPの38%を占め、実質

GSP成長へ0.4%の貢献となった。 

 2018-19年の実質家計消費は0.9%成長となり

2017-18年の1.5%成長および、過去10年の平均1の

2.7%を下回った。 

 実質家計消費は、2019-20年に1.25%成長、2020-

21年に2.25%成長が見込まれている。 

 

 
1 Compound annual growth rate. 2 WA Government 2019-20 Mid-year Financial Projections Statement. 
Source: ABS 5220.0 State Accounts; and 5206.0 Quarterly National Accounts. 

 

産業別家計消費 (名目) 

 2018-19年、名目家計消費は1.7%増加し$1,095

億となった。 

 2018-19年、最も増加した家計消費項目は保険、金

融その他 (+$4億5,400万／+3%)、食品 (+$3億

6,600万／+3%)、交通(+$3億2,800万／+3%)とな

った。 

 2018-19年、最も減少した家計消費項目は家賃およ

びその他居住に関するサービス  (-$2億1,200万／-

1%) と家具および住宅設備(-$1億6,100万／-3%)

となった。 

 

 
Source: ABS 5220.0 State Accounts; and 5206.0 Quarterly National Accounts. 

 

一人当たりの総家計可処分所得 

 2018-19年、西豪州の一人当たりの総家計可処分

所得は$53,641で、国内の一人当たりの総家計可

処分所得平均の$49,098を 9%($4,543)を上回っ

た。  

 一人当たりの総家計可処分所得は、過去 10年間 

の 3%成長 1と比較して 2017-18年に 1%増加した

後、2018-19年に 0.1%減少した。 人 

 2018-19年、総家計可処分所得は給与(+$25億)、

社会的便益とその他副収入(+$2億9,800万)、自営

業と不動産所得(+$2億5,500万)となり、副収入への

金利税支払い (+$19億)により部分的に相殺され、

総額$11億増加した。 

 
1 Compound annual growth rate. 
Source: ABS 5220.0 State Accounts. 
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投資 
 

投資 (名目)  2018-19年、西豪州は国内設備投資の16%を占め

た。 

 2018-19年、設備投資はGSPの12%を占め、実質

GSP成長へ1.3%のマイナス貢献となった。 

 実質設備投資は2017-18年の1%下落の後、2018-

19年に9%減少した。 

 実質設備投資は2019-20年に6%、2020-21年には

7%の増加がそれぞれ予測されている。 

 2018-19年、名目設備投資は7%減少し$349億とな

った。 

 2018-19年、名目住宅投資は5%減少し$83億となっ

た。  

 2018-19年、名目公共投資は1%増加し$88億となっ

た。  
1 WA Government 2019-20 Mid-year Financial Projections Statement. 
Source: ABS 5220.0 State Accounts; and 5206.0 Quarterly National Accounts. 

 

民間新規資本支出 

 2018-19年、西豪州は国内鉱業分野の新規資本支

出の51%を占めた。 

 2018-19年、鉱業分野は西豪州の民間新規資本支

出の70% を占めた。 

 2018-19年、鉱業新規資本支出は12%減少し$170

億となった。 

 2018-19年、鉱業以外の選定産業の新規資本支出

は8%減少し$73億となった。 

 2019年9月時点で、西豪州には$254億規模の建設

中・建設予定の主要プロジェクトの他、$824億の検討

中のプロジェクトが存在する。 

  
(a) Includes manufacturing and other industries except for agriculture, forestry and fishing; public administration and safety; education and 
training; healthcare and social assistance; and superannuation funds. 
Source: ABS 5625.0 Private New Capital Expenditure. 

 

探査支出 

 2018-19年、西豪州は国内鉱物探査支出の61%を

占めた。 

 2018-19年、西豪州は国内石油探査支出の58%を

占めた。 

 2018-19年、鉱物探査支出は、主に銅、金探査の増

加により、20%増加し$14億となった。 

 2018-19年、石油探査支出は31%増加し$7億

3,400万となった。 

 

 
Source: ABS 8412.0 Mineral and Petroleum Exploration. 
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不動産市場と建設活動 
 

住宅および家賃確定価格の中央値 (四半期) 

 2019年9月四半期、パースの住宅確定価格の中央

値は1%下落し$480,000となり、同時期までの一年

間で2%の下落となった。 

 2019年9月四半期、パースを除いた州全域の住宅確

定価格の中央値は3%減少し$310,000となり、同時

期まで一年間で5%の減少となった。 

 2019年9月四半期、パースの家賃は0.1%減少し、同

時期までの一年間で2%の減少となった。 

 

 
Source: ABS 6416.0 Residential Property Price Indexes; and 6401.0 Consumer Price Index (2011-12 = 100.0).   

建物と土木建設活動 

 2018-19年、居住用建物の建設活動は8%減少し

$55億となった。 

 2018-19年、非居住用建物の建設活動は19%減少

し$37億となった。 

 2018-19年、重工業土木建設活動は、58%減少し

$105億となった。 

 2018-19年、その他の土木建設活動は、主に電気通

信インフラ建設の減少により、9%減少し$62億となっ

た。 

 

 
Source: ABS 8752.0 Building Activity; and 8762.0 Engineering Construction Activity. 

 

建物建設活動の見通し(四半期) 

 2019年6月四半期、西豪州では$53億のパイプライン

建設1が行われたが、2018年同四半期の$63億を下

回った。 

 2019年9月四半期、居住用建物への建設認可は

8%増加し、$14億となった。居住用建物への認可は

通常、1-2四半期後の建設活動に結びつく。 

 2019年9月四半期、非居住用建物への建設認可は

12%減少し、$11億となった。 

 2019年9月四半期、家主1への住宅建設のための融

資は3%減少し、$7億1,400万となった。住宅融資は

通常、2-3四半期後の居住用建物の建設活動に結

びつく。 

  
(a) Owner Occupiers. 1 Not adjusted for seasonal factors. 
Source: ABS 8731.0 Building Approvals; and 5601.0 Lending to Households and Businesses. 
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製品輸出 
 

製品輸出 (名目) 

 2018-19年、西豪州は国内の製品輸出の44%を占

めた。 

 2018-19年、製品輸出はGSPの58%を占め、実質

GSP成長への0.8%の貢献となった。 

 2018-19年、実質製品輸出は1.5%増加したが、

2017-18年の5%成長および過去5年間の年成長率

16%を下回った。 

 実質製品輸出成長率は2019-20年には4%、2020-

21年に1.5%成長が予測されている。 

 2018-19年、名目製品輸出は24%増加し$1,647億

となった。 

 
 

1 Compound annual growth rate. 2 WA Government 2019-20 Mid-year Financial Projections Statement. 
Source: ABS 5368.0 International Trade in Goods and Services; 5220.0 State Accounts; and 5206.0 Quarterly National Accounts. 

 

主な輸出市場 (上位10) 

 2018-19年、西豪州最大の輸出市場は中国

(a)($814億／50%)、ついで日本 ($241億／15%)、

韓国($93億／6%)となった。 

 2018-19年、西豪州は国全体の輸出シェアにおいてシ

ンガポール(66%)、イギリス(64%)、中国(a) (61%)、香

港(b) (52%)、など過半数のシェアを占めた。 

 2018-19 年、鉱物および石油は製品輸出の 94% 

($1,522億)を占めた。 

 2018-19年、農林水産品1と食品、繊維輸出は製品

輸出の5% ($85億)を占めた。 

 

 
1 Excludes confidential items. (a) Excludes Special Administrative Regions and Taiwan. (b) Special Administrative Region of China. 
Source: ABS 5368.0 International Trade in Goods and Services. 

 

主な輸出コモディティー: 2018-19 
Iron ore $m (%) Petroleum1 $m (%) Gold $m (%) Alumina2 $m (%) Wheat $m (%) 

China(a) 62,396 (82) Japan 16,994 (43) China(a) 5,072 (31) UAE 2,448 (26) Philippines 522 (19) 

Japan 5,731 (8) China(a) 6,041 (15) UK 4,317 (26) Bahrain 1,470 (15) South Korea 398 (14) 

South Korea 4,520 (6) Singapore 5,161 (13) Hong Kong(b) 3,785 (23) South Africa 1,020 (11) Indonesia 362 (13) 

Other 3,554 (5) Other 11,014 (28) Other 3,453 (21) Other 4,551 (48) Other 1,495 (54) 

Total 76,201 (100) Total 39,209 (100) Total 16,626 (100) Total 9,489 (100) Total 2,778 (100) 
 

Nickel $m (%) Copper ore3 $m (%) Lithium4 $m (%) Mineral sands5 $m (%) Chemicals6 $m (%) 

China(a) 1,169 (43) China(a) 966 (54) China(a) 1,418 (92) China(a) 610 (41) China(a) 167 (12) 

Japan 470 (17) Philippines 262 (15) Belgium 51 (3) USA 128 (9) Thailand 151 (11) 

South Korea 285 (11) Japan 192 (11) USA 22 (1) Malaysia 121 (8) India 123 (9) 

Other 783 (29) Other 379 (21) Other 53 (3) Other 639 (43) Other 908 (67) 

Total 2,708 (100) Total 1,798 (100) Total 1,544 (100) Total 1,498 (100) Total 1,349 (100) 
 

Note – Components may not add to totals due to rounding. 1 LNG, condensate, crude oil and LPG. 2 Includes bauxite. 3 Includes concentrates. 4 Mainly spodumene. Includes other crude minerals. 5 Includes garnet, illmenite, leucoxene, 
zircon and rutile. 6 Mainly titanium dioxide pigments, aluminium hydroxide, silicon, ammonia and medicaments. (a) Excludes Special Administrative Regions and Taiwan. (b) Special Administrative Region of China. 
Source: WA Department of Mines, Industry Regulation and Safety, Resource Data Files; and ABS 5368.0 International Trade in Goods and Services. 
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 サービス輸出 
 

サービス輸出(名目) 

 2018-19年、西豪州は国内のサービス輸出の7%を占

めた。 

 2018-19年、サービス輸出はGSPの2%を占め、実質

GSP成長への0.03%のマイナス貢献となった。 

 2018-19年、実質サービス輸出は過去10年間の年間

減少同様の1%減少となった。 

 2018-19年、名目サービス輸出は1%増加し$67億と

なった。 

 

 
1 Compound annual growth rate. 
Source: ABS 5220.0 State Accounts; and 5368.0.55.003/004 International Trade in Services by State. 

 

産業別サービス輸出(上位6) 

 2018-19年のサービス輸出は主に個人旅行(34%)、

教育旅行(30%)および交通(14%)が占めた。 

 2018-19年、最も拡大したサービス分野は、技術、貿

易関連、その他ビジネス (+56%)で、最も縮小したサー

ビス分野は電気通信、コンピューター、情報サービス分

野 (-63%)となった。  

 2018年、留学生入学者数は、過去10年の年成長

率12%と比べ3%減少し51,897人となった。 

 2018年、西豪州は国内の留学生入学者数の5.9%

を占めたが、2017年の6.7%シェアを下回った。 

 
(a) Goods and services purchased in Western Australia by international embassies, consulates, military units and defence agencies, and 
personal expenditures of diplomats, consular and military staff and their dependants. 1 Compound annual growth rate. 
Source: ABS 5368.0.55.003/004 International Trade in Services by State. 

 

宿泊を伴う訪問者  2017-18年、観光業1はGSPの2.5% ($65億)および

総雇用者の5.5%(73,200人)を占めた。 

 2018-19年、宿泊を伴う訪問者数1は11%増加し

1,160万人で、過去10年の年間成長率26%を上回っ

た。 

 2018-19年、訪問者による総支出 (a)は16%増加し

$105億となった。 

 2018-19年: 

 海外からの宿泊を伴う訪問者数は3%増加し973,000

人となった一方、訪問者による支出は0.2%減少し$22

億となった。 

 他州からの宿泊を伴う訪問者数は11%増加し1,060

万人となり、訪問者による支出は22%増加し$61億と

なった。 

 他州からの日帰り訪問者による支出は21%増加し$21

億となった。 

 
Note – Break in series in 2014-15. (a) Spending by international and domestic overnight visitors and Western Australian residents on daytrips. 
1 International and domestic. 2 Compound annual growth rate. 
Source: Tourism Research Australia, International and National Visitor Surveys. 
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鉱業 
 

西豪州のオーストラリア国内および世界における鉱業生産シェア:  2018 

 Unit World % share Aust. % share WA Australia World 

Iron ore million tonnes 33 90 811 899 2,500 
Rare earths ‘000 tonnes 18 100 30 30 170 
LNG million tonnes 14 66 44 66 319 
Diamonds million carats 11 100 16 16 150 
Alumina million tonnes 10 66 13 20 130 
Illmenite ‘000 tonnes 10 66 624 950 6,100 
Nickel ‘000 tonnes 7 100 150 150 2,300 
Gold tonnes 6 67 212 315 3,347 
Zircon ‘000 tonnes 4 13 67 500 1,500 
Salt million tonnes 4 83 13 16 300 
Cobalt ‘000 tonnes 4 100 5 5 140 
Rutile ‘000 tonnes 2 5 15 280 940 

 

Source: WA Department of Mines, Industry Regulation and Safety, Resource Data Files. 
 
 

鉱業粗付加価値（名目） 

 西豪州は高い世界シェアを持つ鉱物および石油コモデ

ィティの生産地で、国内の主要な鉱物および石油輸

出地域である。 

 2018-19年、西豪州は国内の鉱業粗付加価値の

56%を占め、前年の52%シェアを上回ったが、2013-

14年の67%のシェアを下回った。 

 2018-19年、鉱業はGSPの36%を占め、前年の30%

シェアを上回ったが、2010-11年の37%シェアを下回っ

た。  

 2018-19年、名目鉱業粗付加価値は、32%増加

し、$1,031億となり、過去10年間の成長率17%を上

回った。 

 
 

1 Compound annual growth rate. 
Source: ABS 5220.0 State Accounts. 

 

主な鉱物および石油売上高  2018-19年、鉄鉱石は鉱物および石油売上高の

54%を占め、ついで以下の通りとなった: 

 LNG (20%) 

 金 (8%) 

 アルミナとボーキサイト (6%) 

 コンデンセート (4%) 

 ニッケル (2%) 

 原油 (1%) 

 ベースメタル (1%) 

 天然ガス (1%) 

 リチウム (1%) 

 LPG (0.2%) 

 2018-19年、鉱物および石油売上高は主に鉄鉱石お

よびLNGの価格上昇により、26%増加し$1,454億と

なった。 

 

 
(a) Copper, lead and zinc (contains gold and silver). 
Source: WA Department of Mines, Industry Regulation and Safety, Resource Data Files. 
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鉱業（つづき） 
 

鉄鉱石売上高 

 2018-19年、鉄鉱石売上高は、平均価格の増加が

販売量の減少を相殺したため、26%増加し$782億と

なった。 

 2018-19年、鉄鉱石販売量は過去10年の年間成長

率110%と比較し、5%減少し7億9,400万トンとなっ

た。  

 2018-19年、豪ドルでの鉄鉱石販売の年間平均単

価 (本船渡し条件の場合)は、33%増加した。 

 西豪州の鉄鉱石販売量は、2022-23年までに8億

6,200万トンにまで増加すると予測されている。 

 

 
1 Compound annual growth rate. 2 WA Government 2019-20 Mid-year Financial Projections Statement. 
Source: WA Department of Mines, Industry Regulation and Safety, Resource Data Files (2008-09 = 100.0).   

LNG売上高 

 2018-19年、LNG売上高は、販売量および平均価

格の上昇により53%増加し$290億となった。 

 2018-19年、LNG販売量は15%増加し4,400万トン

で、過去10年の年成長率112% を上回った。  

 2018-19年、豪ドルでのLNG販売の年間平均単価 

(本船渡し条件の場合)は、33%増加した。 

 

 
1 Compound annual growth rate. 
Source: WA Department of Mines, Industry Regulation and Safety, Resource Data Files (2008-09 = 100.0). 

 

金売上高 

 2018-19年、西豪州の金の売上高は、平均価格の

上昇が販売量の減少を相殺したため5%増加し$119

億となった。 

 2018-19年、金の販売量は過去10年間の年成長率

14%と比較し0.3%減少し211トンとなった。  

 2018-19年、豪ドルでの金販売の年間平均単価 (本

船渡し条件の場合)は、5%増加した。 

 

 
1 Compound annual growth rate. 
Source: WA Department of Mines, Industry Regulation and Safety, Resource Data Files (2008-09 = 100.0). 
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西豪州の地域 

 
1 Change from previous year for annual series and change from same quarter of the previous year for the quarterly labour force series. 2 Quarter-on-quarter change. 3 of Western Australia. Source: ABS 3218.0 Regional Population 
Growth; 7503.0 Value of Agricultural Commodities Produced; and 8731.0 Building Approvals; Department of Jobs and Small Business, Small Area Labour Markets; WA Department of Primary Industries and Regional Development; WA 
Department of Mines, Industry Regulation and Safety, Resource Data Files; and Tourism Western Australia, Regional Development Commission Fact Sheets (annual average overnight visitors). 

 

Perth Metropolitan Area  Annual1 Quarter2 Share3 

Population 2017-18 1,926,333 +18,563 +1.0% - 74.2% 
Employed Jun-19 986,678 +10,497 +1.1% +0.3% 75.9% 
Unemployed Jun-19 67,700 +3,176 +4.9% +0.1% 79.4% 
Unemployment rate Jun-19 6.4% +0.2pp - -0.0pp - 
Gross regional product 2017-18 $163.8b +$3.9b +2.4% - 63.1% 
Minerals & petroleum sales 2018-19 $6.2b +$1.3b +26.4% - 4.3% 
Agriculture production 2015-16 $457m - - - 5.6% 
Residential building 2018-19 $4.1b -$478m -10.5% - 78.6% 
Non-residential building 2018-19 $3.1b -$305m -9.0% - 79.8% 
Overnight visitors 2016 to 2018 4,320,000pa - - - 34.8% 

 

South West  Annual1 Quarter2 Share3 

Population 2017-18 178,406 +1,498 +0.8% - 6.9% 
Employed Jun-19 94,534 +1,188 +1.3% -1.2% 7.3% 
Unemployed Jun-19 4,317 -1,792 -29.3% -11.6% 5.1% 
Unemployment rate Jun-19 4.4% -1.8pp - -0.5pp - 
Gross regional product 2017-18 $13.5b +$229m +1.7% - 5.2% 
Minerals & petroleum sales 2018-19 $3.6b +$953m +35.4% - 2.5% 
Agriculture production 2015-16 $801m - - - 9.8% 
Residential building 2018-19 $452m -$4m -0.8% - 8.7% 
Non-residential building 2018-19 $196m +$34m +20.8% - 5.1% 
Overnight visitors 2016 to 2018 2,581,400pa - - - 20.8% 

 

Great Southern  Annual1 Quarter2 Share3 

Population 2017-18 60,833 +264 +0.4% - 2.3% 
Employed Jun-19 30,635 +2,887 +10.4% +3.8% 2.4% 
Unemployed Jun-19 1,238 +324 +35.4% +1.6% 1.5% 
Unemployment rate Jun-19 3.9% +0.7pp - -0.1pp - 
Gross regional product 2017-18 $4.1b -$30m -0.7% - 1.6% 
Minerals & petroleum sales 2018-19 $8m +$0m +1.3% - 0.01% 
Agriculture production 2015-16 $1.2b - - - 14.4% 
Residential building 2018-19 $104m -$18m -14.7% - 2.0% 
Non-residential building 2018-19 $62m -$0m -0.2% - 1.6% 
Overnight visitors 2016 to 2018 747,600pa - - - 6.0% 

 

Wheatbelt  Annual1 Quarter2 Share3 

Population 2017-18 73,829 -666 -0.9% - 2.8% 
Employed Jun-19 31,292 +2,780 +9.8% +3.6% 2.4% 
Unemployed Jun-19 1,278 +351 +37.9% +1.1% 1.5% 
Unemployment rate Jun-19 3.9% +0.8pp - -0.1pp - 
Gross regional product 2017-18 $6.7b +$2m +0.0% - 2.6% 
Minerals & petroleum sales 2018-19 $894m -$523m -36.9% - 0.6% 
Agriculture production 2015-16 $3.4b - - - 40.9% 
Residential building 2018-19 $89m -$27m -23.0% - 1.7% 
Non-residential building 2018-19 $52m -$61m -54.0% - 1.3% 
Overnight visitors 2016 to 2018 1,006,600pa - - - 8.1% 

 

Mid West  Annual1 Quarter2 Share3 

Population 2017-18 53,655 -781 -1.4% - 2.1% 
Employed Jun-19 21,040 -2,339 -10.0% -2.6% 1.6% 
Unemployed Jun-19 2,052 +122 +6.3% -2.3% 2.4% 
Unemployment rate Jun-19 8.9% +1.3pp - +0.0pp - 
Gross regional product 2017-18 $7.1b +$303m +4.4% - 2.7% 
Minerals & petroleum sales 2018-19 $3.9b +$379m +10.8% - 2.7% 
Agriculture production 2015-16 $972m - - - 11.9% 
Residential building 2018-19 $46m -$18m -28.5% - 0.9% 
Non-residential building 2018-19 $38m -$28m -42.4% - 1.0% 
Overnight visitors 2016 to 2018 720,300pa - - - 5.8% 

 

Goldfields-Esperance  Annual1 Quarter2 Share3 

Population 2017-18 55,121 -908 -1.6% - 2.1% 
Employed Jun-19 22,912 -2,326 -9.2% -2.6% 1.8% 
Unemployed Jun-19 1,071 +34 +3.3% -0.4% 1.3% 
Unemployment rate Jun-19 4.5% +0.5pp - +0.1pp - 
Gross regional product 2017-18 $14.6b +$962m +7.1% - 5.6% 
Minerals & petroleum sales 2018-19 $11.6b +$81m +0.7% - 8.0% 
Agriculture production 2015-16 $870m - - - 10.6% 
Residential building 2018-19 $55m -$16m -22.4% - 1.1% 
Non-residential building 2018-19 $64m -$11m -14.5% - 1.6% 
Overnight visitors 2016 to 2018 680,500pa - - - 5.5% 

 

Pilbara and offshore  Annual1 Quarter2 Share3 

Population 2017-18 61,688 +267 +0.4% - 2.4% 
Employed Jun-19 31,005 -3,101 -9.1% -3.0% 2.4% 
Unemployed Jun-19 1,022 +219 +27.3% +1.6% 1.2% 
Unemployment rate Jun-19 3.2% +0.9pp - +0.1pp - 
Gross regional product 2017-18 $37.3b +$2.6b +7.6% - 14.4% 
Minerals & petroleum sales 2018-19 $117.3b +$28.3b +31.9% - 80.6% 
Agriculture production 2015-16 $137m - - - 1.7% 
Residential building 2018-19 $24m +$6m +34.2% - 0.5% 
Non-residential building 2018-19 $200m -$49m -19.7% - 5.2% 
Overnight visitors 2016 to 2018 936,800pa - - - 7.5% 

 

Gascoyne  Annual1 Quarter2 Share3 

Population 2017-18 9,423 -143 -1.5% - 0.4% 
Employed Jun-19 4,578 -611 -11.8% -3.4% 0.4% 
Unemployed Jun-19 441 +116 +35.7% +4.8% 0.5% 
Unemployment rate Jun-19 8.8% +2.9pp - +0.6pp - 
Gross regional product 2017-18 $1.3b +$44m +3.6% - 0.5% 
Minerals & petroleum sales 2018-19 $96m +$12m +14.9% - 0.1% 
Agriculture production 2015-16 $80m - - - 1.0% 
Residential building 2018-19 $9m -$1m -11.6% - 0.2% 
Non-residential building 2018-19 $11m -$15m -57.1% - 0.3% 
Overnight visitors 2016 to 2018 337,400pa - - - 2.7% 

 

Kimberley  Annual1 Quarter2 Share3 

Population 2017-18 36,014 -102 -0.3% - 1.4% 
Employed Jun-19 14,393 -1,937 -11.9% -3.4% 1.1% 
Unemployed Jun-19 2,637 +335 +14.6% +2.2% 3.1% 
Unemployment rate Jun-19 15.5% +3.1pp - +0.7pp - 
Gross regional product 2017-18 $2.8b +$60m +2.2% - 1.1% 
Minerals & petroleum sales 2018-19 $432m +$68m +18.8% - 0.3% 
Agriculture production 2015-16 $313m - - - 3.8% 
Residential building 2018-19 $30m -$43m -59.2% - 0.6% 
Non-residential building 2018-19 $44m +$20m +79.6% - 1.1% 
Overnight visitors 2016 to 2018 412,700pa - - - 3.3% 

 

Peel  Annual1 Quarter2 Share3 

Population 2017-18 139,890 +3,007 +2.2% - 5.4% 
Employed Jun-19 63,706 +6,441 +11.2% +2.5% 4.9% 
Unemployed Jun-19 3,519 -993 -22.0% -10.7% 4.1% 
Unemployment rate Jun-19 5.2% -2.1pp - -0.7pp - 
Gross regional product 2017-18 $8.3b +$294m +3.7% - 3.2% 
Minerals & petroleum sales 2018-19 $1.4b -$121m -7.8% - 1.0% 
Agriculture production 2015-16 $31m - - - 0.4% 
Residential building 2018-19 $303m -$40m -11.6% - 5.8% 
Non-residential building 2018-19 $114m +$9m +8.4% - 2.9% 
Overnight visitors 2016 to 2018 678,600pa - - - 5.5% 

 


